
下諏訪　中山道を守る会

き
ょ
う
あ
す
ま
を
づ
く
り
協
働
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

発
足
2
0
周
年
を
迎
え
た
「
中
山
道
を
守
る
会
」
の

皆
さ
ん
。
活
動
報
告
会
を
7
、
8
日
に
開
く

江
戸
時
代
に
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
街

道
「
中
山
道
」
が
通
り
、
中
山
道
で
唯

一
、
温
泉
が
湧
く
宿
場
と
し
て
に
ぎ
わ

っ
た
下
諏
訪
宿
（
下
諏
訪
町
）
－
。
中

山
道
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
、

街
道
整
備
や
中
山
道
を
歩
く
企
画
な
ど

を
行
っ
て
き
た
「
中
山
道
を
守
る
会
」

が
今
年
、
．
創
立
2
0
．
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
。
活
動
拠
点
で
あ
る
下
諏
訪
ま
ち
づ

く
り
協
働
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
下
諏

訪
商
工
会
議
所
の
向
か
い
）
に
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
写
真
や

資
料
な
ど
を
掲
示
。
活
動
報
告
会
と
し

て
7
日
正
午
～
午
後
4
時
と
、
8
日
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
に
一
般
公
開
す

る
。
入
場
無
料
。

2
0
0
4
年
、
和
田
峠
か
ら
諏
訪
大

社
下
社
秋
宮
ま
で
を
歩
く
記
念
ウ
ォ
ー

ク
が
開
か
れ
た
。
こ
の
と
き
、
現
会
長

の
西
村
増
夫
さ
ん
（
8
7
）
＝
同
町
星
が
丘

＝
も
参
加
。
峠
近
古
あ
っ
た
茶
屋
「
西

餅
屋
」
付
近
の
古
道
が
荒
れ
て
歩
け
な

い
こ
と
を
知
り
、
自
分
た
ち
で
改
修
し

よ
う
と
0
5
年
、
仲
間
と
同
会
を
立
ち
上

げ
た
。
峠
の
道
の
改
修
を
進
め
、
年
1

回
の
和
田
峠
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
県
内

の
中
山
道
を
訪
ね
る
研
修
ツ
ァ
ー
、
勉

嶺
会
な
ど
を
重
ね
て
き
た
ぺ

多
い
と
き
は
4
0
人
以
上
の
会
員
が
所

属
し
た
が
、
近
年
は
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
現
在
は
活
動
を
縮
小
。
今
後
は
毎

年
の
研
摩
視
察
は
行
わ
な
い
が
、
バ
ス

旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
考
え
。

節
目
の
2
0
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
活

潮
を
振
り
返
り
、
地
域
住
民
に
も
活
動

の
ま
と
め
を
見
て
も
ら
う
機
会
と
す

る
。
写
真
デ
ー
ダ
は
6
α
0
℃
枚
あ
り
、

見
た
い
画
像
を
バ
ツ
コ
ン
で
検
索
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
の
フ
ァ
イ

ル
や
新
聞
記
事
な
ど
も
展
示
し
た
。

近
年
は
、
中
山
道
を
歩
く
観
光
客
や

外
国
人
が
増
え
て
き
て
、
町
観
光
振
興

局
で
む
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
中

山
道
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
喜
ぶ
西
村

さ
ん
。
「
2
0
年
前
は
誰
も
歩
い
て
い
な

か
っ
彗
中
山
道
を
歩
い
て
も
ら
い
、

下
諏
訪
の
旅
館
に
泊
ま
る
人
を
増
や
す

こ
と
が
や
り
が
い
だ
っ
た
」
と
語
っ

た
。
「
何
と
か
2
0
年
続
け
て
く
る
こ
と

が
で
き
た
。
総
ま
と
め
を
皆
さ
ん
に
見

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
樋
口
美
世
子
）


